
第 ３ 章 まちづくりの方針 
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3-1 まちづくりの方針及び誘導方針 
図表 3-1 まちづくりの方針及び誘導方針の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市における都市構造上の課題を踏まえ、大府市都市計画マスタープランに掲げる将来都市像や５つの都市

づくりの目標の実現に向けたまちづくり方針を定めます。 

 

 

誘導方針 

■健康的な日常生活圏の形成に必要な都市機能の維持・充実 

・健康都市おおぶに相応しく歩いて暮らせる健康的な日常生活圏の形成のため、既存の都市

機能を維持・充実 

■人口増加に対応する居住地の確保と子育て世代の移住・定住促進 

・今後も増加が継続する見通しである人口を受け入れるため、空き家や空き地などを活用す

るとともに、必要に応じて市街地を拡大 

■多世代のニーズに対応した居住の誘導 

・高齢者をはじめとする車を運転できない・車を持たない世帯の居住について、鉄道やバスな

どの公共交通サービスが整った地域へ誘導 

・結婚や子育てなどを機に、車を主な移動手段としたゆとりある住宅を求める世帯の居住に

ついて、幹線道路や下水道などの都市基盤が整った地域へ誘導 

■公共施設の計画的な改修及び長寿命化・複合化の推進 

・都市機能の効率的な配置により持続可能な都市構造を構築するため、老朽化が進行する都

市施設や公共建築物について、計画的な改修及び長寿命化、複合化を推進 

■居住や都市機能の安全性が高い地域への誘導及び防災・減災対策の実施 

・居住や都市機能について、自然災害に対する安全性が高い地域へ誘導 

・懸念される自然災害に対し、総合的な防災及び減災対策を実施 

■市民の円滑な移動に必要な公共交通ネットワークの充実 

・市民が都市拠点である大府駅及び共和駅の２駅周辺へ円滑に往来できるように、また、名古

屋方面をはじめとする広域移動の利便性を向上するため、２駅を中心とする公共交通ネッ

トワークを充実 

■市民の広域的な移動を支える幹線道路ネットワークの形成 

・市民が広域的な交通利便性を享受できるように、都市計画道路をはじめとする都市の骨格

である幹線道路ネットワークの形成を促進 

■都市拠点の魅力を高め、市民生活の質を向上する都市機能の誘導 

・都市拠点である大府駅及び共和駅周辺の魅力を高め、市民生活の質を向上するため、子育て

支援機能を有する都市機能や交流機能を有する都市機能の立地を誘導 

・健康増進につながるウォーカブルなまちなかとするため、歩行者動線を考慮した道路空間

を構築 

・都市拠点の公有地を有効活用、駐車場や駐輪場の集約化により土地を創出 

・市民交流や地域主体のまちづくり活動を促進するため、地域資源や公共空間を活用 

・安全性及び利便性を高める交通処理空間の再構築（駅前広場の機能強化） 

■都市拠点の生活利便性を活かした居住の誘導 

・居住環境の向上や駅前居住の促進に向けて、居住機能施設や生活利便施設の立地を誘導 

まちづくりの方針 
 

都市構造上の課題 

大府市都市計画 
マスタープラン 
 

【将来都市像】   まちの心地よさを五感で感じられ、いつまでも住み続けたいと思える健康都市 
目標１ 
人もまちも健康で、心身ともに健やかに暮ら
し続けることができる『安心・安全都市』 

目標２ 
利便性が高く暮らしやすい 
『集約型都市』 

目標３ 
にぎわいと活気に満ちた 
『活力都市』 

 

目標４ 
環境にやさしく、地域の個性や魅
力が輝く『快適都市』 

目標５ 
将来にわたり、健全な都市運営が
できる『持続可能都市』 

実現化 

■都市拠点におけ

る市民生活の質

を向上する魅力

的なまちづくり 

■ライフステージ

に応じて健康に

暮らせるまちづ

くり 

■多様な交通手段

によるネットワ

ークの充実 

■災害に強く持続

可能な都市構造

の構築 ■公共施設の老朽化に伴う施設維持更新費の増加が懸念される 
・今後、下水道や公共建築物の老朽化に伴う施設維持更新費の増加が見込まれる 

■大府駅及び共和駅周辺の市街地の土地・建物が計画的に整備されていない 
・耐震基準改正前に建築された建築物が多い 

・空地や平面駐車場が増えている 

・商業集積が低い 

・市の玄関口である駅周辺のにぎわいづくりや美しいまち並みの形成が求められる 

・駅の東西を比較すると、土地利用が異なる顔を持つ 

・特に大府駅周辺は、単なる通過点になっており、滞在できる空間がない 

■今後の人口動向（増加）に対応した居住環境の確保が懸念される 
・人口及び世帯数が増加を続けている（当面、緩やかな人口増加を予測） 

・市街化区域の人口密度が増加している 

・市街化区域に人口増加を受け入れるまとまった低未利用地が少ない 

・少子高齢化が進行している（高齢者人口↗、年少人口→、生産年齢人口↘） 

・市街化調整区域の集落や大府駅東南部の地区などで高齢化率が高い 

・空き家は、流通が進んでいるものの、今後増加する可能性がある 

・大府駅周辺では、マンション建設が進んでいるものの、昼間の人通りは少ない 

■都市機能（生活利便施設）の立地が十分でない地域がある 
・市街化区域において、医療、高齢者福祉及び子育て支援施設などの安心を支える都

市機能は概ね徒歩圏に分布しているが、小売店舗の徒歩圏に含まれない地域がある 

・市内に大学を２つ有するが、学生のアルバイト先が少ない 

■循環バスをはじめとする鉄道端末交通の利便性が低い 
・本市には南北に JR東海道本線が通るとともに、鉄道２駅が設置され、また、鉄道駅

を中心に知多バス（上野台線・横須賀線・大府線）や循環バスなどが運行している 

・過去 40 年間で、自動車への依存度が大きく高まる一方、循環バスをはじめとする

公共交通の利便性向上を求める市民の声が多い 

・JRの利用者が増加している 

・地理的優位性を有し、大都市名古屋にアクセスしやすく、交通利便性に優れている 

■自然災害の危険性が懸念される 
・河川沿いの一部地域では、過去に浸水実績がある 

・丘陵部の一部の崖は、土砂災害警戒区域や土砂災害特別警戒区域に指定されている 
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3-2 誘導方針のイメージ 

今後も人口の増加が予想される概ね 10 年後までの期間においては、利便性が高い大府駅、共和駅周

辺で増加する人口を受け入れるため、生活利便施設の維持・充実と合わせて居住の誘導を図ります。ま

た、必要に応じて新たな住居系市街地を確保することで居住を誘導します。 

その後の人口が横ばい～微減で推移することが予想される概ね 10 年後以降においては、高齢化の進

行を踏まえ、高齢者をはじめとする車を運転できない世帯や車を持たない世帯などを鉄道やバスの利便

性が高い地域に誘導しつつ、それまでに形成してきた市街地を維持します。 

図表 3-2 大府市における居住誘導方針のイメージ 

【～10 年後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【10 年後以降】 
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3-3 目指すべき都市構造 

本計画は、都市計画マスタープランの一部として位置付けられることから、本計画における目指すべ

き都市構造は、都市計画マスタープランで定められた将来都市構造とし、まちづくりの方針に基づき、

その実現を図っていくこととします。 

 

図表 3-3 将来都市構造図（出典：第４次大府市都市計画マスタープラン） 
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なお、本市における公共交通については、大府市地域公共交通計画に基づき、地域公共交通ネットワ

ークの形成を図ります。 

 

 

図表 3-4 地域公共交通ネットワークの形成イメージ（出典：大府市地域公共交通計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




